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理
日
二
〇
一
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年
十
月
四
日
）

は
じ
め
に

　

屏
陽
義
塾
は
、
咸
宜
園
の
門
人
で
あ
る
柳
川
竹
堂
に
よ
っ
て
、
讃
岐
国
三
野
郡
上
高
瀬
村

（
現
香
川
県
三
豊
市
高
瀬
町
）
に
、明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
開
設
さ
れ
て
同
二
九
年
（
一

八
九
六
）
ま
で
続
い
た
漢
学
塾
で
あ
る
。
本
稿
は
、
屏
陽
義
塾
の
入
門
者
や
教
育
課
程
の
検

討
を
通
じ
て
同
塾
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
に
、
同
塾
が
、

明
治
前
半
期
の
咸
宜
園
系
譜
塾
（
咸
宜
園
門
人
が
開
設
し
た
塾
）
で
あ
る
点
に
注
目
す
る
。

　

明
治
前
期
の
私
塾
に
関
す
る
研
究
に
は
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
（
１
）。
入
江
宏
は
、
近
代
的

学
校
シ
ス
テ
ム
、
と
り
わ
け
中
等
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
私
塾
が
、
基
礎
教
養

形
成
の
場
や
予
備
校
的
存
在
と
し
て
、
固
有
の
機
能
や
意
義
を
有
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

池
田
雅
則
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
中
等
教
育
機
関
の
不
在
の
な
か
で
、
私
塾
が
地
域
の
期
待
を

背
負
っ
て
隆
盛
し
た
こ
と
を
、
新
潟
県
長
善
館
を
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
入
江
や
池
田
の
研
究
成
果
に
負
い
な
が
ら
、
屏
陽
義
塾
が
果
た
し
た
役
割
を
、
入
門

者
の
地
域
的
分
布
や
門
人
の
退
塾
後
の
活
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

咸
宜
園
の
系
譜
塾
は
、
九
州
地
方
で
約
七
〇
、
中
国
・
四
国
地
方
で
二
〇
近
く
を
確
認

で
き
（
２
）、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
の
事
例
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
詳
細
の
わ

か
る
も
の（
３
）を
み
る
と
、そ
れ
ら
に
は
咸
宜
園
教
育
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

三
奪
法
と
月
旦
評
に
基
づ
い
た
実
力
主
義
、
厳
格
な
塾
則
に
基
づ
く
寄
宿
舎
制
、
漢
詩
の
重

視
、
と
い
っ
た
咸
宜
園
教
育
の
特
徴
が
系
譜
塾
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
各
地
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
方
式
は
、
屏
陽
義
塾
に
も
導
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
同
塾
に
つ
い
て
は
自
治
体
史
で
概
説
的
に
記
述
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
研
究
の
対
象
に

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
屏
陽
義
塾
の
教
育
活
動
を
み
る
こ
と
を
通
じ
て
、
同
塾

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
三
部　

第
六
六
号　

二
〇
一
七　

一
八
九
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一
九
八

に
咸
宜
園
教
育
方
式
が
導
入
さ
れ
た
の
か
検
証
す
る
。

　

本
稿
で
主
に
使
用
す
る
史
料
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、「
柳
川
竹
堂
関
係
文
書　

送

柳
川
竹
堂
帰
郷
詩
巻
」
は
、
竹
堂
宛
て
の
書
簡
や
、
竹
堂
が
咸
宜
園
を
退
き
帰
郷
す
る
に
際

し
て
塾
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
柳
川
竹
堂
入
門
簿
」
は
、
明

治
三
年
か
ら
同
二
九
年
ま
で
の
入
門
簿
で
あ
る
。「
私
立
学
校
創
置
ニ
付
伺
」（
以
下
「
創
置

伺
」
と
略
記
）
は
、明
治
一
六
年
七
月
に
愛
媛
県
令
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
三
点
は
い
ず
れ
も
写
し
し
か
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
原
史
料
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
（
４
）。

ほ
か
に
、
竹
堂
の
詩
集
で
あ
る
『
忠
恕
堂
詩
艸
』（
５
）、
頌
徳
碑
（
６
）、
竹
堂
門
人
で
あ
る
白

井
要
の
関
連
史
料
（
白
井
家
文
書
）
や
咸
宜
園
関
連
史
料
（
７
）
な
ど
も
使
用
す
る
。

一　

柳
川
竹
堂
と
屏
陽
義
塾

（
１
）
柳
川
竹
堂
の
経
歴

　

柳
川
竹
堂
は
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
二
月
、
讃
岐
国
三
野
郡
上
高
瀬
村
に
生
ま
れ

た
。
同
村
は
、
丸
亀
藩
領
で
あ
っ
た
。
讃
岐
国
は
丸
亀
藩
の
ほ
か
、
高
松
藩
と
多
度
津
藩
に

よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
が
、
多
度
津
藩
は
廃
止
さ
れ
、
他
の
二
藩
は
明
治
四
年
四
月
に
丸

亀
県
、
同
年
七
月
に
高
松
県
と
な
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
二
県
を
合
併
し
て
香
川
県
が
発
足

し
た
。
明
治
六
年
二
月
に
名
東
県
（
阿
波
・
淡
路
国
）
に
併
合
さ
れ
た
が
、
同
八
年
九
月
に

は
香
川
県
（
第
二
次
）
が
分
離
さ
れ
た
。
同
九
年
八
月
に
愛
媛
県
に
併
合
さ
れ
て
か
ら
、
同

二
一
年
一
二
月
に
香
川
県
（
第
三
次
）
が
独
立
す
る
ま
で
は
、愛
媛
県
讃
岐
国
と
呼
ば
れ
た
。

　

上
高
瀬
村
は
、
高
瀬
川
中
流
域
に
位
置
す
る
農
村
地
帯
で
、
明
治
八
年
の
戸
数
は
四
九
三
、

人
口
は
二
三
〇
七
、
反
別
一
七
七
町
余
で
あ
っ
た
（
８
）。
同
二
三
年
、
新
名
村
と
合
併
し
て
上
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高
瀬
村
が
成
立
す
る
に
あ
た
り
、
大
字
と
な
る
。

　

柳
川
竹
堂
は
通
称
を
縫
之
助
、
諱
を
成
興
と
い
っ
た
。
竹
堂
ま
た
は
竹
荘
と
号
し
た
。
頌

徳
碑
に
よ
れ
ば
、
祖
父
の
代
に
氏
を
戸
城
か
ら
柳
川
に
改
め
て
い
る
。
祖
父
は
丸
亀
藩
に
仕

え
た
と
さ
れ
る
。
父
は
郷
閭
の
人
び
と
に
筆
札
を
教
え
た
こ
と
を
以
て
官
か
ら
表
彰
さ
れ
た

と
い
う
。
柳
川
家
の
略
系
図
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
９
）。

成
興
（
竹
堂
）

秀
興

雄
八
郎

種
治

正
興

邦
興

元
興

　

竹
堂
の
経
歴
に
つ
い
て
、「
創
置
伺
」
に
収
載
さ
れ
た
履
歴
書
や
頌
徳
碑
の
銘
文
な
ど
を

も
と
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
一
部
の
年
代
に
誤
り
が
み
ら
れ
る
が
原
史
料
の

ま
ま
記
述
し
、
修
正
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
竹
堂
は
、
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
一
月
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
六
月
ま
で
、
讃
岐
国
那
珂
郡
櫛
梨
村
の
秋
山
惟

恭
（　10
）
の
も
と
で
漢
学
を
修
め
た
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
一
一
月
に
豊
後
国
日
田
の
咸

宜
園
に
入
門
し
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
ま
で
、
広
瀬
青
邨
と
広
瀬
林
外
に
師
事
し

た
。
帰
郷
後
、
慶
応
二
年
一
月
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
二
月
ま
で
、
私
宅
に
お
い

て
学
事
修
業
の
傍
ら
、
近
隣
の
子
ど
も
た
ち
に
教
授
し
た
。
明
治
二
年
八
月
か
ら
同
三
年
三

月
ま
で
の
八
か
月
は
、
京
都
清
水
寺
か
ら
招
聘
さ
れ
て
僧
侶
に
教
授
し
た
。
そ
の
後
帰
郷
し

て
同
三
年
七
月
に
私
宅
で
私
塾
を
開
業
し
て
読
書
を
教
授
し
始
め
た
。
竹
堂
は
、
尊
王
攘
夷

を
と
な
え
て
、
各
地
の
志
士
、
西
讃
の
日
柳
燕
石
や
美
馬
君
田
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
が
、
王

政
維
新
の
同
志
が
栄
達
し
て
も
、
竹
堂
は
育
英
を
自
任
し
て
郷
里
で
門
人
教
育
に
専
念
し
た

と
い
う
。
同
一
九
年
に
塾
を
丸
亀
に
移
し
た
が
、
翌
年
に
郷
里
に
戻
し
た
（　11
）。
若
干
巻
の

著
書
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
明
治
三
二
年
八
月
に
五
九
歳
で
病
歿
し
た
。

（
２
）
咸
宜
園
に
お
け
る
竹
堂

　

咸
宜
園
の
入
門
簿
に
は
、文
久
元
年
一
〇
月
六
日
付
で「
讃
州
丸
亀
藩
中　

柳
川
縫
之
助　

柳
川
種
治
嫡
子
廿
才
」（　12
）
が
入
門
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
咸
宜
園
日
記
』
同
日
条

に
も
現
れ
る
の
で
、竹
堂
の
入
門
日
は
こ
れ
で
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、先
に
み
た
「
創

置
伺
」
の
一
一
月
入
門
と
い
う
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
入
門
後
の
竹
堂
の
動
き
を
『
咸
宜
園

日
記
』
で
追
っ
て
み
る
と
、
い
つ
か
ら
か
は
不
明
だ
が
文
久
二
年
閏
八
月
ま
で
常
侍
史
を
勤

め
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
に
権
六
級
下
に
昇
っ
た
あ
と
外
来
長
に
就
い
て
い
る
。

咸
宜
園
で
は
職
任
制
が
設
け
ら
れ
、
塾
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
竹
堂

が
就
い
た
常
侍
史
と
は
塾
主
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
係
で
、
外
来
長
と
は
寄
宿
生
以

外
の
外
来
生
を
担
当
す
る
役
職
で
あ
っ
た
（　13
）。
竹
堂
は
少
な
く
と
も
権
六
級
下
に
進
ん
だ

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
六
級
は
月
旦
九
級
制
の
な
か
で
上
等
生
に
相
当
し
た
。

　
『
林
外
日
記
』
元
治
元
年
八
月
二
五
日
条
を
最
後
に
「
縫
之
助
」
の
名
は
咸
宜
園
関
連
史

料
に
現
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
竹
堂
の
大
帰
に
際
し
て
塾
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
に
は
、「
甲

子
晩
秋
」
や
「
元
治
甲
子
初
冬
」
の
年
記
が
あ
る
（「
送
柳
川
竹
堂
帰
郷
詩
巻
」）
か
ら
、
竹

堂
は
元
治
甲
子
（
元
年
）
末
に
日
田
を
去
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
竹
堂

が
咸
宜
園
に
在
籍
し
た
の
は
約
三
年
間
と
な
る
。「
創
置
伺
」
に
は
竹
堂
が
慶
応
元
年
九
月

ま
で
林
外
に
就
い
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。

　

咸
宜
園
は
広
瀬
淡
窓
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
が
、
竹
堂
が
入
門
し
た
文
久
元
年
当
時
は
広

瀬
青
邨
が
塾
主
を
勤
め
て
い
た
と
さ
れ
る
（　14
）。
青
邨
は
、
淡
窓
の
養
子
で
、
安
政
二
年
（
一

八
五
五
）
か
ら
塾
主
と
な
っ
た
。
し
か
し
、竹
堂
の
入
門
直
前
に
青
邨
は
日
田
を
離
れ
た
（　15
）

た
め
、
そ
れ
以
降
、
林
外
が
塾
政
を
取
り
仕
切
っ
た
。
ま
た
頌
徳
碑
に
よ
れ
ば
、
竹
堂
は
広

瀬
旭
荘
に
も
師
事
し
た
ら
し
い
。
旭
荘
は
淡
窓
の
末
弟
で
、
林
外
の
実
父
で
あ
る
。
旭
荘
は

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
日
田
を
離
れ
た
後
、
大
坂
や
江
戸
に
住
ん
で
い
た
が
、
文
久
元

年
二
月
に
日
田
に
帰
っ
て
い
た
（　16
）。
翌
二
年
一
〇
月
に
再
び
大
坂
へ
赴
き
、
同
三
年
八
月

に
死
去
し
た
。
旭
荘
の
死
を
悼
む
竹
堂
の
詩
（「
雪
来
山
館
奉
二
悼
旭
荘
先
生
一
用
二
遺
作
韻
一

」）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
旭
荘
が
日
田
に
閑
居
と
し
て
建
て
た
雪
来
山
館
で
詩

作
に
ふ
け
っ
て
い
た
こ
と
や
、
竹
堂
が
旭
荘
の
談
論
を
聴
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（　17
）。

（
３
）
屏
陽
義
塾
の
位
置
づ
け
の
変
遷

　

竹
堂
は
明
治
三
年
七
月
一
八
日
に
上
高
瀬
村
の
私
宅
で
屏
陽
義
塾
を
開
業
し
た
と
、「
創

置
伺
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
入
門
簿
の
記
載
も
同
日
の
入
門
者
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
日
を
以
て
同
塾
が
創
設
さ
れ
た
と
と
ら
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
後
順
調
に
入
門
者

数
を
増
や
し
て
い
た
が
、
同
六
年
六
月
に
西
讃
地
方
で
起
き
た
「
竹
槍
騒
動
」
で
竹
堂
の
塾

も
打
ち
壊
し
の
被
害
に
遭
っ
て
、
し
ば
ら
く
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（　18
）。

　

愛
媛
県
は
明
治
一
〇
年
七
月
、
私
学
を
開
業
す
る
者
は
学
区
取
締
の
指
示
を
受
け
た
う
え

で
願
い
出
る
よ
う
に
布
達
し
た
。
同
時
に
私
学
開
業
規
則
（
県
達
乙
第
九
七
号
）
を
定
め
、

願
書
様
式
と
し
て
、
学
校
の
位
置
や
名
称
、
学
科
、
教
則
、
校
則
、
教
員
の
履
歴
や
給
料
、

生
徒
の
員
数
や
授
業
料
、
学
校
費
用
を
明
記
す
る
こ
と
を
求
め
た
（　19
）。
竹
堂
も
こ
の
布
達

に
応
じ
て
願
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
一
一
年
一
月
に
私
学
開
業
許
可
を
受
け
て
い

る
（　20
）。
私
学
開
業
規
則
で
は
、
小
学
科
私
学
に
対
し
て
は
「
其
教
則
上
ニ
関
シ
テ
公
学
一

様
ノ
管
理
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
統
制
が
な
さ
れ
た
が
、「
中
学
以
下
ノ
諸
学
科
ニ
至
テ

ハ
、
現
今
県
内
ニ
於
テ
未
タ
完
備
ノ
規
則
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
暫
ク
各
私
学
適
宜
ノ
授
業
法
ヲ

─ 197 ─



図１　屏陽義塾の入門者数と在籍者数の推移
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屏陽義塾の教育活動

行
フ
ヲ
許
ス
」
と
さ
れ
た
（　21
）。
そ
の
た
め
、
同
年
お
よ
び
翌
一
二
年
の
屏
陽
義
塾
は
『
文

部
省
年
報
』
で
私
立
中
学
校
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
一
二
年
教
育

令
お
よ
び
翌
年
の
同
令
改
正
に
よ
っ
て
中
学
校
を
一
定
の
基
準
で
統
制
す
る
方
向
性
が
示

さ
れ
る
と
、
屏
陽
義
塾
は
中
学
校
の
範
疇
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
学
校
の
た

め
に
、
文
部
省
は
明
治
一
三
年
に
「
各
種
学
校
ノ
部
類
」
と
い
う
種
別
を
設
け
る
方
針
を
定

め
た
。
さ
ら
に
、
中
学
校
が
備
え
る
べ
き
諸
学
科
を
具
体
的
に
示
し
て
、
そ
れ
ら
を
完
備
し

な
い
場
合
に
は
「
各
種
学
校
ノ
部
類
」
に
入
れ
る
よ
う
に
指
令
し
た
（　22
）。
文
部
省
の
方
針

に
も
と
づ
き
、
屏
陽
義
塾
は
各
種
学
校
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

明
治
一
六
年
七
月
に
竹
堂
が
「
創
置
伺
」
を
愛
媛
県
令
に
提
出
し
た
の
は
、
前
年
一
一
月

の
県
布
達
に
応
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
愛
媛
県
は
私
立
学
校
に
対
し
て
、
設
立
願

い
を
再
提
出
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
廃
校
と
み
な
す
こ
と
を
示
し

た
（　23
）。
屏
陽
義
塾
は
、
明
治
一
六
年
九
月
に
私
立
学
校
創
置
の
認
可
を
受
け
て
い
る
（　24
）。

　
「
創
置
伺
」
に
は
、
設
置
目
的
、
位
置
、
名
称
、
教
則
、
校
則
、
生
徒
人
員
、
授
業
料
、

教
員
職
務
心
得
、
教
員
履
歴
、
学
舎
敷
地
及
建
物
、
学
舎
経
費
、
教
科
書
表
、
学
科
課
程
表

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
屏
陽
義
塾
の
設
置
目
的
は
「
読
書
学
科
」
で
あ
っ
た
。
教
員
は
竹
堂

一
人
で
、生
徒
は
寄
宿
生
四
一
名
と
外
来
生
二
五
名
の
合
計
六
六
名
（
全
男
子
）
に
達
し
た
。

添
付
さ
れ
た
平
面
図
に
よ
れ
ば
、
敷
地
の
南
端
に
建
て
ら
れ
た
教
場
は
六
坪
で
、
そ
の
北
に

寄
宿
舎
二
棟
が
東
西
に
分
か
れ
て
一
〇
坪
と
二
〇
坪
で
配
置
さ
れ
て
い
た
。
授
業
料
は
入
学

束
修
が
一
円
で
月
謝
が
三
〇
銭
と
な
っ
て
い
た
。
授
業
料
総
額
二
三
七
円
六
〇
銭
を
収
入
と

し
て
、
教
員
俸
給
・
書
籍
器
械
費
・
営
繕
費
お
よ
び
諸
雑
費
に
充
て
た
。

　

竹
堂
は
明
治
一
九
年
二
月
に
屏
陽
義
塾
を
那
珂
郡
丸
亀
に
移
し
、
そ
こ
で
は
漢
・
英
・
数

三
科
が
教
授
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
（　25
）。
後
述
す
る
よ
う
に
移
転
し
た
の
は
事
実
と
み
て
間

違
い
な
い
が
、英
語
や
数
学
が
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

翌
年
に
上
高
瀬
村
に
戻
っ
て
明
治
二
九
年
ま
で
存
続
し
た
が
、
こ
の
間
の
教
育
内
容
は
和
漢

学
で
あ
っ
た
。
明
治
二
五
〜
二
七
年
の
『
香
川
県
学
事
年
報
』
に
よ
れ
ば
学
校
設
立
者
は
柳

川
元
興
、
同
二
八
〜
三
〇
年
の
同
年
報
に
よ
れ
ば
明
治
二
八
・
二
九
年
の
学
校
長
は
三
谷
幸

作
と
な
っ
て
い
る
。
柳
川
元
興
は
竹
堂
の
弟
で
、
三
谷
幸
作
は
明
治
一
七
年
に
入
門
し
た
茂

九
郎
（
三
野
郡
大
見
村
）
の
父
親
で
あ
る
。
学
校
長
が
交
代
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

二　

屏
陽
義
塾
の
性
格

（
１
）
入
門
者
の
分
布

　

屏
陽
義
塾
の
入
門
簿
に
は
入
門
者
四
七
八
名
の
名
前
、
年
齢
、
出
身
村
、
父
兄
名
、
紹
介

人
（
明
治
一
九
年
以
降
は
「
保
証
人
」
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
す
べ
て
を
「
紹
介
人
」
と
表

記
す
る
）
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
齢
構
成
は
、
九
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
幅
が
あ

る
が
、
一
三
歳
か
ら
一
七
歳
の
年
齢
層
が
多
く
、
な
か
で
も
一
五
歳
が
約
一
八
％
を
占
め
て

最
多
で
あ
る
。
平
均
年
齢
は
一
六
歳
で
あ
る
。
明
治
一
六
年
に
屏
陽
義
塾
が
私
立
学
校
と
し

て
再
認
可
を
受
け
て
か
ら
は
、
一
〇
歳
以
下
の
入
門
例
は
み
ら
れ
な
い
。「
創
置
伺
」
中
の

校
則
に
も
「
小
学
適
齢
ノ
者
ハ
入
校
ヲ
許
サ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

入
門
者
数
の
推
移
を
図
１
で
み
る
と
、
開
設
当
初
順
調
に
増
加
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
明
治
六
年
か
ら
落
ち
込
ん
で
い
る
の

は
、
先
述
し
た
よ
う
に
打
ち
壊
し
一
揆
が

起
き
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
入
門

者
数
は
も
ち
な
お
し
て
明
治
一
四
年
か
ら

一
五
年
ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
も
の

の
、
同
一
九
年
に
一
時
的
に
急
増
し
た
以

外
は
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
閉
鎖

直
前
の
同
二
八
年
に
、
屏
陽
義
塾
門
人
で

唯
一
の
女
子
と
思
わ
れ
る「
吉
田
シ
ユ
ウ
」

が
入
門
し
て
い
る
の
は
、
同
塾
の
性
格
が

変
化
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
具
体
的

な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　

図
２
は
、
讃
岐
国
内
出
身
入
門
者
の
地

域
的
分
布
で
あ
る
。
三
野
郡
を
中
心
と
す

る
西
讃
に
偏
る
傾
向
を
看
取
で
き
る
。
讃

岐
国
外
出
身
者
は
全
期
間
を
通
じ
て
三
六

名
で
、愛
媛
（
伊
予
）
一
〇
名
、徳
島
（
阿

波
）
一
〇
名
、
高
知
（
土
佐
）
四
名
な
ど

四
国
地
方
が
多
い
が
、
九
州
地
方
出
身
者

も
四
名
み
ら
れ
る
。
入
門
者
の
地
域
的
分

布
を
教
育
圏
と
み
る
な
ら
ば
、
屏
陽
義
塾
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図２　屏陽義塾の門人と出身地分布

（4）

鈴木　理恵

の
そ
れ
は
、
西
讃
地
域
を
中
心
と
す
る
四

国
地
方
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
。
咸
宜
園

は
九
州
を
中
心
と
し
て
全
国
か
ら
入
門
者

を
集
め
た
が
、
そ
の
系
譜
塾
で
あ
る
屏
陽

義
塾
は
地
域
限
定
的
な
漢
学
塾
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
咸
宜
園
が
全

国
か
ら
入
門
者
を
集
め
た
の
は
幕
末
期
ま

で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
明
治
中
期
に
な
る

と
大
分
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
に
偏

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

入
門
者
の
数
と
地
域
的
分
布
の
い
ず
れ

で
も
特
異
な
の
が
明
治
一
九
年
で
あ
る
。

同
年
の
入
門
者
数
は
突
出
し
て
多
く
（
図

１
）、
讃
岐
国
外
出
身
者
も
一
五
名
に
及

ん
だ
。
入
門
簿
を
み
る
と
、
同
年
一
・
二

月
の
入
門
者
が
三
名
（
豊
田
・
三
野
・
那

珂
郡
出
身
者
が
各
一
名
）
に
限
ら
れ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
三
月
に
は
那
珂
郡
か

ら
の
入
門
者
数
が
一
〇
名
に
急
増
し
た
う

え
、
同
郡
出
身
者
は
通
年
で
二
七
名
に
達

し
、他
年
に
比
べ
て
際
だ
っ
て
多
か
っ
た
。

ほ
か
に
も
同
郡
の
東
に
隣
接
し
た
鵜
足
郡

か
ら
八
名
が
入
門
し
た
。
逆
に
そ
れ
ま
で
多
か
っ
た
三
野
郡
か
ら
の
入
門
者
数
が
五
名
に

減
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
広
島
・
山
口
・
熊
本
・
福
岡
・
大

分
県
の
出
身
者
の
入
門
が
相
継
い
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
入
門
者
数
が
急
増
し
、
そ
の
出
身
地

分
布
が
那
珂
郡
に
集
中
す
る
い
っ
ぽ
う
で
中
国
・
九
州
地
方
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
現
象
が
併

行
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
明
治
一
九
年
二
月
に
屏
陽
義
塾
が
丸
亀
に
移
転
し
た
こ
と
の
証
左

と
な
る
。

（
２
）
紹
介
人
の
傾
向

　

入
門
者
を
集
め
る
役
割
を
果
た
し
た
紹
介
人
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
屏
陽
義
塾
の

性
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
門
者
五
名
以
上
の
紹
介
人
と
な
っ
た
人
物
の
う
ち
、
竹
堂

の
近
親
者
、あ
る
い
は
近
親
者
と
み
ら
れ
る
人
物
（
柳
川
・
戸
城
姓
）
が
七
五
例
で
約
一
六
％

を
占
め
る
。
特
に
開
設
当
初
は
、
竹
堂
の
近
親
者
が
紹
介
人
と
な
っ
て
入
門
者
を
集
め
る
傾

向
が
強
か
っ
た
。
そ
の
後
、
門
人
が
紹
介
人
と
な
っ
て
、
次
々
に
新
し
い
入
門
者
を
集
め
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
門
人
が
紹
介
人
と
な
っ
た
の
は
二
九
二
例
で
約
六
三
％
に
及
ぶ
。

　

特
定
の
紹
介
人
が
多
く
の
入
門
者
を
集
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
小
野
麟
吾
は
、
明
治
一
九

年
に
八
名
の
入
門
者
の
紹
介
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
五
名
は
、
次
に
あ
げ
る
よ

う
に
讃
岐
国
以
外
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　

六
月
入
門　

熊
本
県
熊
本
区　

当
兵
営
第
三
大
隊
在
勤　

立
川
吉
太
郎　

二
〇
歳

　
　

八
月
入
門　

徳
島
県
名
東
郡　

当
兵
所
第
一
大
隊
在
勤　

多
田
光
蔵　
　

二
三
歳

　
　

八
月
入
門　

徳
島
県
三
好
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
家
紋
市　
　

二
四
歳

　
　

九
月
入
門　

大
分
県
二
東
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
規
通　
　

二
一
歳

　
　

一
一
月
入
門　

広
島
県
安
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
川
元
治
郎　

二
〇
歳

　

小
野
は
、
の
ち
に
上
高
瀬
村
長
（
明
治
二
三
年
就
任
）
や
香
川
県
会
議
員
（
明
治
二
五
〜

三
六
年
）
と
な
る
人
物
で
あ
る
（　26
）
こ
と
か
ら
、
当
時
か
ら
広
い
人
脈
を
活
用
し
て
入
門
者

を
集
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
讃
岐
国
外
出
身
者
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
は
当
時
丸

亀
に
在
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
立
川
吉
太
郎
や
多
田
光
蔵
は
、
丸
亀
に
あ
っ
た
歩

兵
第
十
二
聯
隊
の
兵
営
に
在
勤
し
て
い
た
。
ほ
か
の
者
も
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
丸
亀
に
滞

在
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
誘
わ
れ
て
入
門
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
丸
亀
は
、
江
戸
時
代
後

期
か
ら
金
毘
羅
参
詣
客
の
輸
送
や
西
讃
物
資
の
積
み
出
し
を
担
う
港
町
と
し
て
栄
え
た
。
明

治
二
一
年
の
丸
亀
市
街
に
も
飲
食
店
・
古
着
商
・
旅
籠
屋
商
・
料
理
屋
な
ど
が
多
く
（　27
）、

商
業
都
市
と
し
て
人
の
往
来
が
多
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
柄
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
他
国
出
身
者
が
入
門
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
塾
生
の
階
層
と
退
塾
後
の
活
動

　

門
人
の
階
層
に
つ
い
て
判
明
し
た
八
八
例
（
約
一
八
％
）（　28
）
の
う
ち
、
門
人
あ
る
い
は

そ
の
父
が
医
師
だ
っ
た
事
例
は
一
四
、
村
会
議
員
・
村
長
は
二
例
、
教
員
は
五
例
だ
っ
た
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
版
の
『
上
高
瀬
町
誌
』
で
は
、
屏
陽
義
塾
門
人
の
退
塾
後
の
動

向
に
つ
い
て
、「
諸
官
衙
ニ
仕
フ
ル
モ
ノ
、
陸
海
軍
人
、
諸
種
ノ
議
員
、
弁
護
士
、
医
師
、

諸
会
社
員
、
実
業
家
ト
ナ
リ
頭
角
ヲ
顕
ハ
シ
タ
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
、
且
海
外
ニ
遊
学
シ
テ

偉
功
ヲ
奏
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
」（　29
）
と
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
陸
海
軍
人
や
弁
護
士
と
な

っ
た
門
人
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
正
五
年
と
い
え
ば
門
人
や
そ
の
関
係

者
が
生
存
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
あ
な
が
ち
右
の
記
述
を
退
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

具
体
的
に
動
向
を
追
え
る
門
人
と
し
て
白
井
要
や
山
地
善
七
が
い
る
。
白
井
は
、
医
師
の

子
と
し
て
上
高
瀬
村
に
生
ま
れ
た
。
明
治
元
年
に
柳
川
竹
堂
と
そ
の
父
に
従
っ
て
和
漢
の
学
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屏陽義塾の教育活動

を
修
め
、
同
九
年
に
上
高
瀬
村
知
新
小
学
校
の
三
等
伝
習
生
と
な
っ
た
。
同
一
二
年
三
月
に

愛
媛
県
師
範
学
校
急
成
師
範
学
科
卒
業
後
、
四
月
三
日
に
屏
陽
義
塾
に
入
門
し
て
い
る
。
九

月
か
ら
は
嘱
任
小
学
四
等
訓
導
補
と
し
て
知
新
小
学
校
に
勤
務
し
た
。
こ
の
間
も
屏
陽
義
塾

で
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
一
五
年
七
月
、小
学
中
等
科
教
員
免
許
状
を
受
け
て
い
る
。

同
一
九
年
六
月
に
は
愛
媛
県
立
松
山
医
学
校
を
卒
業
し
、
翌
二
〇
年
二
月
に
医
術
開
業
免
状

を
受
け
た
。
医
師
と
し
て
開
業
の
か
た
わ
ら
、
生
糸
株
式
会
社
を
設
立
し
、
村
会
議
員
と
し

て
も
活
動
し
た
。
大
正
一
二
年
一
二
月
に
三
豊
郡
医
師
会
長
に
就
任
し
て
い
る
（　30
）。

　

山
地
善
七
は
、明
治
三
年
に
多
度
郡
白
方
村
に
生
ま
れ
た
。
俊
秀
の
素
質
を
認
め
ら
れ
て
、

村
費
で
坂
出
の
済
々
学
館
に
入
学
し
た
。
屏
陽
義
塾
に
は
明
治
一
九
年
七
月
に
一
四
歳
八
か

月
で
入
門
し
て
い
る
。
同
二
一
年
、
済
々
学
館
の
教
師
と
な
っ
た
（　31
）。
大
阪
商
船
学
校
を

卒
業
後
、
三
井
物
産
船
舶
部
に
勤
務
し
、
門
司
支
店
次
長
と
な
っ
た
。
日
露
戦
役
に
あ
た
り
、

英
国
に
派
遣
さ
れ
て
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
会
社
で
造
船
監
督
を
勤
め
た
と
さ
れ
る
（　32
）。

　

山
地
の
よ
う
に
海
外
で
活
躍
し
た
門
人
は
例
外
的
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
門
人
の
活
動

範
囲
は
香
川
県
内
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
讃
岐
地
方
で
顕
著
な
活
動
を
し
た
人
物

を
集
め
た
人
名
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
門
人
は
、
白
井
や
山
地
を
含
め
て
四
名
に
と
ど
ま

る
（　33
）。
屏
陽
義
塾
は
、
地
域
指
導
者
層
の
需
要
に
応
え
て
そ
の
子
弟
を
集
め
、
指
導
者
を

再
生
産
す
る
た
め
の
基
礎
教
育
を
担
う
場
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（　34
）。　

（
４
）
教
育
課
程

　

屏
陽
義
塾
の
教
育
の
実
際
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
と
し
て
、
明
治
一
三
年
の
『
試
業

詩
文
』（
白
井
家
文
書
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
竹
堂
の
弟
元
興
が
塾
生
と
し
て
詩
や
文
の
試

験
を
受
け
た
答
案
用
紙
を
綴
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
や
文
の
上
部
に
、
朱
書
き

で
点
数
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
咸
宜
園
で
は
、
こ
う
し
た
試
業
で
得
た
点
数
を
積
み
上
げ
、

そ
の
総
点
が
各
級
に
定
め
ら
れ
た
点
数
に
到
達
す
れ
ば
昇
級
で
き
る
し
く
み
を
と
っ
て
い

た
。
屏
陽
義
塾
で
も
明
治
一
三
年
当
時
は
、
咸
宜
園
方
式
の
月
旦
評
が
導
入
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。　

　
「
創
置
伺
」
に
よ
っ
て
明
治
一
六
年
の
教
則
を
み
る
と
、
九
・
八
・
七
級
が
下
等
科
、
六
・

五
・
四
級
が
中
等
科
、
三
・
二
・
一
級
が
高
等
科
と
区
分
さ
れ
て
等
級
制
は
残
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
昇
級
は
、
三
月
中
旬
・
九
月
中
旬
の
一
統
試
験
（
大
試
業
）
に
拠
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
授
業
期
限
は
毎
級
六
か
月
と
決
め
ら
れ
、
四
年
六
か
月
を
か
け
て
九
級
を
修
了
す
る
と

定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
毎
級
の
学
習
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
咸
宜

園
方
式
の
月
旦
評
は
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
年
間
の
授
業
日
数
は
二
八
五
日
、
休
業
は
八
〇
日
で
あ
っ
た
。
授
業
時
間
は
一
日
八
時

間
三
〇
分
、
一
週
五
一
時
間
で
あ
っ
た
。
一
日
の
授
業
は
、
午
前
六
時
〜
七
時
が
輪
読
、
七

時
〜
八
時
三
〇
分
が
講
釈
・
質
問
、
八
時
三
〇
分
〜
九
時
三
〇
分
が
高
等
輪
講
、
九
時
三
〇

分
〜
一
一
時
が
授
読
、
一
一
〜
一
二
時
が
中
等
輪
講
、
午
後
二
時
〜
三
時
三
〇
分
が
初
等
輪

講
と
な
っ
て
い
た
。
毎
月
「
三
」
が
つ
く
日
は
文
会
、「
六
」
の
日
は
詩
会
、「
九
」
の
日
は

書
会
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
文
・
詩
・
書
会
が
設
定
さ
れ
て
い
た
点
は
咸
宜
園
と
共
通
す
る
。

　

校
則
は
入
学
退
学
規
則
と
生
徒
心
得
二
三
則
か
ら
な
る
。
生
徒
心
得
の
内
容
は
、
塾
内
で

の
立
ち
居
振
る
舞
い
や
礼
儀
、
飲
食
や
衛
生
な
ど
生
活
面
あ
る
い
は
集
団
生
活
を
送
る
上
で

の
注
意
事
項
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。咸
宜
園
の
職
任
制
が
導
入
さ
れ
て
い
た
よ
う
す
は
な
い
。

　

学
科
課
程
（　35
）
は
修
身
・
歴
史
・
文
学
・
詩
学
・
物
理
学
・
地
理
学
の
六
科
に
分
け
ら
れ
、

各
学
科
各
級
で
扱
う
教
科
書
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
教
科
書
総
数
は
三
三
部
四
五
六
冊
（
修

身
一
一
部
七
〇
冊
、
歴
史
一
一
部
三
三
八
冊
、
文
学
三
部
二
二
冊
、
詩
学
三
部
六
冊
、
物
理

学
三
部
一
〇
冊
、
地
理
学
三
部
一
〇
冊
）
に
及
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
漢
籍
に
つ
い
て

は
、「
経
」
と
し
て
四
書
五
経
、「
史
」
と
し
て
十
八
史
略
・
史
記
・
元
明
史
略
・
歴
史
綱
鑑
・

資
治
通
鑑
綱
目
、「
子
」
と
し
て
小
学
・
蒙
求
、「
集
」
と
し
て
文
章
軌
範
・
続
文
章
軌
範
・

唐
宋
八
家
文
な
ど
が
あ
っ
た
。
漢
籍
以
外
に
詩
集
と
し
て
遠
思
楼
詩
鈔
・
高
青
邱
詩
醇
、
日

本
史
関
係
と
し
て
国
史
略
・
皇
朝
史
略
・
日
本
外
史
・
日
本
政
記
・
大
日
本
史
が
あ
り
、
ほ

か
に
博
物
新
論
・
気
海
観
瀾
広
義
・
物
理
全
志
・
兵
要
日
本
地
理
小
誌
・
日
本
地
理
輿
地
誌
・

輿
地
史
略
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

明
治
期
の
漢
学
塾
が
時
代
に
対
応
し
て
、
従
来
の
経
学
専
修
の
あ
り
方
か
ら
多
角
的
学
問

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
変
化
す
る
こ
と
が
、
神
辺
靖
光
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（　36
）
が
、

右
に
示
し
た
よ
う
に
屏
陽
義
塾
で
も
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
徒
心
得
第
二

則
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

読
書
ハ
専
ラ
経
史
ヲ
熟
読
ス
ル
ヲ
要
ス
、
古
人
ノ
所
謂
其
事
ヲ
能
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ハ
先

其
器
ヲ
利
ス
ト
身
ヲ
修
メ
人
ヲ
治
ム
ル
ノ
道
学
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
能
ハ
ス
、
其
故
ニ
孜
々

勉
強
シ
テ
能
ク
経
史
ヲ
熟
読
シ
古
人
ノ
言
行
ヲ
理
会
シ
、
温
故
知
新
ノ
理
ヲ
極
メ
古
ヲ

以
テ
今
ヲ
察
シ
、
而
シ
テ
能
ク
国
体
ニ
通
達
シ
其
身
ヲ
修
メ
然
ル
後
人
ヲ
治
ム
レ
ハ
実

ニ
世
間
有
益
ノ
事
ナ
リ
、
入
校
ノ
生
徒
此
ニ
注
意
シ
敢
テ
方
嚮
ヲ
誤
ル
可
ラ
ス

　

学
科
課
程
表
に
よ
れ
ば
、
初
等
科
の
一
年
半
は
四
書
五
経
の
素
読
か
ら
入
り
、
歴
史
科
と

し
て
日
本
史
関
係
の
国
史
略
や
皇
朝
史
略
を
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
中
等
科
に
昇
る
と

歴
史
科
に
中
国
史
書
が
加
わ
る
と
と
も
に
文
学
・
詩
学
科
の
学
習
が
始
ま
り
、
高
等
科
に
昇

る
と
物
理
学
科
や
地
理
学
科
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
六
学
科
に
分
科
し
て
内
容
が
多
岐

に
わ
た
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
教
育
の
中
心
が
「
経
史
ヲ
熟
読
」
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
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た
こ
と
が
、
右
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。
講
釈
や
輪
読
・
輪
講
と
い
っ
た
方
法
に
よ
る
経

史
中
心
の
教
育
は
、
従
来
の
漢
学
塾
と
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

三　

屏
陽
義
塾
の
役
割

（
１
）
中
等
教
育

　

屏
陽
義
塾
が
四
七
八
名
に
及
ぶ
入
門
者
を
集
め
得
た
理
由
に
つ
い
て
、
讃
岐
国
内
の
中
等

教
育
機
関
の
動
向
と
の
関
連
で
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
中
学
校
の
動
向
を
確
認
し
て
み
よ
う 

（　37
）。
屏
陽
義
塾
が
中
学
校
と
な
っ
た
当

時
、讃
岐
国
内
の
県
立
中
学
校
は
高
松
中
学
校
の
み
で
あ
っ
た
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

に
は
県
立
中
学
校
と
し
て
高
松
・
亀
山
・
飯
山
の
三
校
が
設
置
さ
れ
た
が
、
丸
亀
に
あ
っ
た

亀
山
中
学
校
と
鵜
足
郡
下
法
軍
寺
村
に
あ
っ
た
飯
山
中
学
校
が
同
一
七
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

同
一
九
年
の
中
学
校
令
に
よ
り
、
地
方
税
の
支
弁
ま
た
は
補
助
に
よ
る
尋
常
中
学
校
は
各
府

県
一
校
に
限
る
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
、
高
松
に
あ
っ
た
愛
媛
県
立
第
二
中
学
校
も
廃
止
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
香
川
県
尋
常
中
学
校
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
の
約
七
年
間
、
讃
岐
国
に
公
立
中
学
校
が
一
校
も
な
い
状
態
が
続
い
た
。
師
範
学
校
に
つ

い
て
も
、
明
治
一
〇
年
に
讃
岐
師
範
学
校
は
伊
予
師
範
学
校
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
お
り
、
同

二
二
年
に
高
松
に
尋
常
師
範
学
校
を
設
置
す
る
ま
で
、
讃
岐
国
に
は
師
範
学
校
が
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
明
治
一
五
・
一
六
年
に
三
野
・
豊
田
両
郡
で
中
学
設
置
の
強
い
要
望
が
あ
が
っ

た
。「
小
学
生
徒
ノ
其
業
ヲ
卒
ヘ
進
テ
高
尚
ノ
学
科
ヲ
修
メ
一
躍
以
テ
専
門
ノ
科
ニ
入
ラ
ン

ト
欲
ス
ル
者
陸
続
輩
出
ス
ル
」（　38
）
に
至
り
、
中
学
校
設
立
は
急
務
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

県
会
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
郡
は
連
合
村
会
を
開
い
て
協
議
費
を
議
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
六
年
一
二
月
、
理
化
学
試
験
室
、
体
操
場
、
寄
宿
舎
、
食
堂
な
ど

を
完
備
し
た
町
村
立
三
野
豊
田
中
学
校
を
豊
田
郡
観
音
寺
村
に
建
築
し
た
。
た
だ
し
、
翌
一

七
年
以
降
の
『
文
部
省
年
報
』
に
は
記
載
が
な
い
か
ら
、
振
る
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
讃
岐
国
内
に
、
公
的
な
中
等
教
育
機
関
が
不
十
分
、
あ
る
い
は
欠
け
て
い
る

状
態
が
、
私
立
学
校
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
一
九
年
五
月
に
実
業
家

鎌
田
勝
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
、「
実
業
に
就
か
む
と
欲
す
る
者
、
又
は
高
等
の
学
校
に
入

ら
む
と
欲
す
る
者
に
須
要
な
る
教
育
を
施
さ
む
が
為
め
」（　39
）
と
し
て
、
中
学
校
の
役
割
を

代
替
す
る
済
々
学
館
を
坂
出
に
開
設
し
た
の
は
、
讃
岐
国
内
の
県
立
中
学
校
が
廃
校
に
追
い

込
ま
れ
て
い
く
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
同
年
二
月
に
竹
堂
が
「
有
志
ノ

需
ニ
応
シ
義
塾
ヲ
丸
亀
ニ
移
」（　40
）
し
た
の
も
、
丸
亀
の
地
域
指
導
者
層
が
屏
陽
義
塾
を
誘

致
し
て
中
等
教
育
機
関
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
表
１
に
よ
れ
ば
、
私
立
学
校
（
読
書
学
科
）
は
明
治
一
七
年
ま
で
は
諸
郡
に
散
在
し

て
い
た
が
、
同
二
一
年
以
降
の
和
漢
学
を
教
え
る
各
種
学
校
は
高
松
に
集
中
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
屏
陽
義
塾
に
は
競
合
す
る
私
立
学
校
が
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

表
１
に
含
ま
れ
な
い
三
野
郡
財
田
村
の
忠
誠
舎
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
大

久
保
彦
三
郎
が
明
治
一
六
年
八
月
か
ら
近
隣
の
若
者
の
た
め
に
始
め
た
夜
学
校
を
、
同
一
七

年
三
月
か
ら
漢
学
塾
と
し
て
開
設
し
た
も
の
で
、
同
二
〇
年
二
月
ま
で
続
い
た
。
設
立
の
目

的
は
「
国
家
有
用
の
真
士
を
つ
く
る
」（　41
）
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
年
間
の
入
門
者
は
九
一
名

に
達
し
、
そ
の
う
ち
の
三
〇
名
を
財
田
上
之
村
出
身
者
が
占
め
た
が
、
近
隣
の
村
々
や
遠
く

は
徳
島
県
や
愛
媛
県
か
ら
も
集
ま
っ
た
と
い
う
。
財
田
村
は
三
野
郡
の
な
か
で
も
南
に
位
置

し
、
同
郡
中
央
部
に
位
置
す
る
上
高
瀬
村
と
は
距
離
が
あ
る
た
め
、
財
田
村
か
ら
屏
陽
義
塾

へ
の
入
門
者
数
は
も
と
も
と
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
一
六
年
ご
ろ
か
ら
さ
ら
に
減
少
し

て
い
っ
た
。
図
１
で
屏
陽
義
塾
の
入
門
者
数
が
明
治
一
六
年
か
ら
減
少
に
転
じ
た
の
は
、
財

田
村
を
含
め
三
野
郡
か
ら
の
入
門
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
と

し
て
忠
誠
舎
に
入
門
者
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
屏
陽
義
塾
が
明
治
一
九
年
に
丸

亀
に
移
転
し
た
背
景
に
は
、
競
合
す
る
忠
誠
舎
の
存
在
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

忠
誠
舎
の
よ
う
に
三
野
郡
内
に
一
時
的
に
競
合
す
る
存
在
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
除

く
と
、
屏
陽
義
塾
は
讃
岐
国
西
部
か
ら
入
門
者
を
ほ
ぼ
独
占
的
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
漢
詩
教
育

　

明
治
前
期
は
漢
文
学
習
へ
の
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
述
し

た
よ
う
に
公
的
な
中
等
教
育
機
関
の
整
備
が
遅
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
漢
学
塾

が
隆
盛
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
指
導
者
層
の
あ
い
だ
で
漢
詩
壇
が
活
況
を
呈
し
た
（　42
）。

　
『
香
川
県
史
』
に
よ
れ
ば
、『
適
歩
集
』
を
残
し
た
中
村
三
蕉
や
、『
明
治
讃
岐
百
家
一
絶

集
』
を
編
ん
だ
伊
藤
一
郎
な
ど
、「
明
治
漢
詩
壇
の
層
は
厚
か
っ
た
」（　43
）。
三
野
郡
で
は
、

竹
堂
門
人
の
白
井
要
が
十
三
峯
吟
社
（　44
）
の
一
員
と
し
て
多
く
の
詩
を
残
し
て
い
る
（
白
井

家
文
書
）。『
明
治
讃
岐
百
家
一
絶
集
』
を
編
纂
し
た
伊
藤
一
郎
は
、
三
野
郡
財
田
村
の
出
身

で
、
明
治
一
三
年
に
屏
陽
義
塾
に
入
門
し
た
伊
藤
杣
太
郎
の
兄
で
あ
る
。
愛
媛
県
会
議
員
を

つ
と
め
た
の
ち
、
香
川
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
。
同
詩
集
に
は
、
三
豊
郡
（
明
治

三
二
年
に
旧
三
野
・
豊
田
郡
を
区
域
と
し
て
成
立
）
か
ら
七
名
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
に
は
小
西
松
籟
の
名
が
あ
る
。
松
籟
は
、
明
治
一
四
年
に
屏
陽
義
塾
に
入
門
し
、

岡
山
県
医
学
校
を
卒
業
後
は
帰
郷
し
て
開
業
し
た
が
、
そ
の
傍
ら
で
竹
堂
に
漢
詩
を
学
ん
で

─ 193 ─



表１　香川県（讃岐国 ) 内の中学校・各種学校

（7）

屏陽義塾の教育活動

─ 192 ─



（8）

鈴木　理恵

詩
作
を
続
け
た
と
い
う
（　45
）。
ま
た
、『
海
南
風
雅
』
に
は
全
一
〇
八
名
の
う
ち
讃
岐
か
ら
四

八
名
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
竹
堂
門
人
の
荘
豊
之
祐
の
名
が
あ
る
。

　

明
治
期
の
三
野
郡
（
三
豊
郡
）
に
お
い
て
、「
つ
き
あ
い
の
文
化
」（　46
）
と
し
て
の
漢
詩
は

重
要
な
位
置
を
占
め
、屏
陽
義
塾
は
そ
う
し
た
需
要
に
応
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
前
期
は
公
的
な
学
校
制
度
の
発
足
期
に
あ
た
る
が
、
財
政
難
を
主
因
と
し
て
中
等
教

育
機
関
は
充
足
で
き
な
か
っ
た
。特
に
香
川
県
の
場
合
は
愛
媛
県
に
統
合
さ
れ
て
い
た
た
め
、

讃
岐
国
内
に
県
立
の
中
学
校
や
師
範
学
校
が
存
在
し
な
い
空
白
期
間
が
生
じ
た
。
競
合
す
る

公
的
中
等
教
育
機
関
が
存
在
し
な
い
こ
と
や
、
他
の
漢
学
塾
が
高
松
や
那
珂
郡
に
偏
在
し
て

い
た
こ
と
が
、
屏
陽
義
塾
が
西
讃
地
方
か
ら
入
門
者
を
集
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　

初
期
は
竹
堂
近
親
者
が
紹
介
人
と
な
っ
て
入
門
者
を
集
め
、
そ
の
入
門
者
が
紹
介
人
と
な

っ
て
さ
ら
な
る
入
門
者
を
呼
び
込
む
と
い
う
か
た
ち
で
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
前
後

に
屏
陽
義
塾
は
隆
盛
期
を
迎
え
た
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
那
珂
郡
丸
亀
に
移
転
し

た
時
に
は
讃
岐
国
以
外
の
出
身
者
も
入
門
し
た
こ
と
か
ら
、門
人
数
が
激
増
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
一
時
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。
総
体
的
に
み
れ
ば
、
屏
陽
義
塾
は
三
野
郡
を
主
と
す
る

西
讃
地
方
に
限
定
的
な
塾
で
あ
っ
た
。
教
育
内
容
も
表
面
的
に
は
六
学
科
に
分
科
し
つ
つ
も

実
質
は
経
史
中
心
で
、
教
育
方
法
も
講
釈
・
輪
読
・
輪
講
と
い
っ
た
旧
態
依
然
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
門
人
の
ほ
と
ん
ど
は
退
塾
後
も
出
身
地
域
に
残
っ
て
、
村
政
に
携
わ
っ
た
り
、

医
師
と
し
て
開
業
し
た
り
、
実
業
に
就
い
た
り
と
い
っ
た
か
た
ち
で
地
域
指
導
者
と
し
て
活

動
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
屏
陽
義
塾
は
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
志
向
し
て
い
た
地
域
住

民
子
弟
に
対
し
て
、
基
礎
教
養
と
し
て
の
漢
学
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
た
。

　

屏
陽
義
塾
を
咸
宜
園
の
系
譜
塾
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
咸
宜
園
教
育
方
式
を
導

入
し
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
た
。
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
咸
宜
園
と
同
様
に

試
業
が
行
わ
れ
、
試
業
が
点
数
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
明
治
一
六
年
（
一

八
八
三
）
以
後
に
つ
い
て
は
、
詩
学
科
を
設
け
て
そ
の
な
か
で
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
を
教
科
書

に
指
定
し
て
い
た
こ
と
や
、
東
西
に
分
か
れ
た
寄
宿
舎
を
完
備
し
て
多
く
の
寄
宿
生
を
受
け

入
れ
て
い
た
点
、
詩
・
文
・
書
会
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
も
咸
宜
園
の
影
響
が
見
い
だ
せ
る
。

生
徒
心
得
が
比
較
的
詳
細
で
あ
る
の
も
、
咸
宜
園
塾
則
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
課
業
や
試
業
で
獲
得
し
た
点
数
に
よ
っ
て
毎
月
の
昇
級
が
可
能
だ
っ
た
咸
宜
園

と
は
異
な
り
、
明
治
一
六
年
以
降
の
屏
陽
義
塾
で
は
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
期
間
の
修
学

を
必
要
と
し
た
。
月
旦
評
や
職
任
制
を
採
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、咸
宜
園
系
譜
塾
と
し
て
の
特
徴
は
後
退
し
て
い
た
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

池
田
雅
則
は
、
近
代
の
咸
宜
園
の
特
徴
と
し
て
、
教
育
内
容
が
英
学
や
数
学
に
拡
大
し
た

こ
と
、
位
置
づ
け
が
小
学
校
で
の
学
習
を
経
た
者
の
進
学
先
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
役
割
が

地
域
に
根
ざ
し
た
人
物
の
育
成
に
重
点
化
し
た
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
（　47
）。
咸
宜
園

の
系
譜
塾
で
あ
る
屏
陽
義
塾
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。

【
註
】

（
１
） 

千
原
勝
美
「
明
治
初
期
漢
学
塾
の
様
態
と
そ
の
性
格
」
漢
魏
文
化
研
究
会
編
『
東
洋

学
論
集　

内
野
博
士
還
暦
記
念
』
漢
魏
文
化
研
究
会
、
一
九
六
四
年
。
星
野
三
雪
「
私
塾

「
大
江
義
塾
」
の
教
育
活
動
と
そ
の
特
質
」『
教
育
学
研
究
』
四
四―

一
、一
九
七
七
年
。

神
辺
靖
光
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究　

明
治
初
期
編
』
多
賀
出
版
、

一
九
九
三
年
。M

argaret M
ehl「

明
治
時
代
の
教
育
に
お
け
る
漢
学
塾
の
役
割
」張
寶
三
・

楊
儒
賓
編
『
日
本
漢
学
研
究
初
探
』
勉
誠
出
版
、二
〇
〇
二
年
。
入
江
宏
「
明
治
前
期
「
漢

学
塾
」
の
基
本
的
性
格
」
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
研
究
会
・
生
馬
寛
信
編
『
幕
末
維
新
期
漢

学
塾
の
研
究
』
溪
水
社
、
二
〇
〇
三
年
。
小
久
保
明
浩
『
塾
の
水
脈
』
武
蔵
野
美
術
大
学

出
版
局
、
二
〇
〇
四
年
。
関
口
直
佑
「
明
治
初
期
に
お
け
る
東
京
の
私
塾―

同
人
社
を
中

心
と
し
て―

」『
社
学
研
論
集
』
一
二
、二
〇
〇
八
年
。
川
原
健
太
郎
「
近
代
の
私
塾
に

お
け
る
同
窓
生
の
研
究―

奚
疑
塾
を
対
象
と
し
て―

」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
紀
要
』
一
八―

二
、二
〇
一
一
年
。
池
田
雅
則
『
私
塾
の
近
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
。

（
２
） 

九
州
の
系
譜
塾
に
つ
い
て
は
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
『
図
説
咸
宜
園―

近

世
最
大
の
私
塾―

』
日
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
、
一
二
二
〜
一
二
三
頁
を
参
照
。

（
３
） 

鈴
木
理
恵
「
漢
学
塾
へ
の
遊
学
」（『
近
世
近
代
移
行
期
の
地
域
文
化
人
』
塙
書
房
、

二
〇
一
二
年
）、
恒
遠
俊
輔
『
幕
末
の
私
塾
蔵
春
園
』（
葦
書
房
、
一
九
九
二
年
）、
小
久

保
明
浩
「
中
津
藩
の
家
塾
と
私
塾
」（
前
掲
註
（
１
）
小
久
保
書
）
な
ど
。

（
４
） 

い
ず
れ
の
史
料
に
も
「
昭
和
八
年
十
二
月
廿
二
日
多
田
羅
写
／
原
本
白
井
要
氏
蔵
」

（
／
は
改
行
を
示
す
）
と
あ
り
、
昭
和
八
年
当
時
、
白
井
要
所
蔵
原
本
を
も
と
に
「
多
田

羅
」
氏
が
筆
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
柳
川
竹
堂
入
門
簿
」
の
原
本
は
一
〇
冊
か

ら
成
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、写
し
は
合
冊
し
て
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
六
年
版『
上

高
瀬
村
史
』
や
昭
和
五
〇
年
発
行
『
高
瀬
町
誌
』
に
は
柳
川
家
所
蔵
文
書
と
し
て
入
門
簿

（
原
本
）
の
様
式
や
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
高
瀬
町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

課
町
史
編
纂
室
編
『
高
瀬
文
化
XV　

上
高
瀬
村
史　

昭
和
二
十
六
年
版
翻
刻
』
香
川
県
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三
豊
郡
高
瀬
町
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
六
頁
。
高
瀬
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
高
瀬
町
誌
』

香
川
県
三
豊
郡
高
瀬
町
、
一
九
七
五
年
、
六
三
一
頁
）
の
で
、
の
ち
に
は
白
井
要
か
ら
柳

川
家
に
戻
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
在
原
史
料
の
所
在
は
不
明
で

あ
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
香
川
県
坂
出
市
鎌
田
共
済
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
写
し
を
使
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
誤
写
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
５
） 

香
川
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
詩
集
を
読
解

し
た
も
の
に
、
小
野
正
男
編
・
発
行
『
幕
末
維
新
の
儒
者
屏
陽
義
塾
々
長
竹
堂
柳
川
成
興

先
生　

忠
恕
堂
詩
艸
の
研
究
』（
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。
竹
堂
に
は
『
尚
絅
堂
私
史
』

と
い
う
詩
文
集
も
あ
る
（
小
野
正
男
編
書
八
頁
）
よ
う
だ
が
、
未
見
で
あ
る
。

（
６
） 

頌
徳
碑
は
、
大
正
一
四
年
に
竹
堂
門
人
の
主
唱
に
よ
り
竹
堂
居
宅
跡
近
く
に
建
立
さ

れ
、現
存
す
る
。
広
瀬
龍
吉
（
旭
荘
の
子
）
撰
文
。
龍
吉
と
竹
堂
の
接
点
は
不
明
で
あ
る
。

（
７
） 『
咸
宜
園
日
記
』『
林
外
日
記
』
な
ど
。
い
ず
れ
も
大
分
県
日
田
市
廣
瀬
資
料
館
所
蔵
。

（
８
） 「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
三
七　

香
川

県
』
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
三
九
頁
。

（
９
） 

高
瀬
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
町
史
編
纂
室
編
『
復
刻
上
高
瀬
町
誌　

大
正
五
年

版
』
香
川
県
三
豊
郡
高
瀬
町
、
二
〇
〇
五
年
、
八
一
頁
。

（
10
） 

秋
山
惟
恭
（
巌
山
）
は
丸
亀
藩
儒
員
。
丸
亀
藩
主
か
ら
『
西
讃
府
志
』
の
編
纂
を
命

じ
ら
れ
て
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
完
成
し
た
（
丸
亀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
編

丸
亀
市
史
２
近
世
編
』
丸
亀
市
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
六
九
〜
一
〇
七
〇
頁
）。

（
11
） 

前
掲
註
（
９
）
に
同
じ
。

（
12
） 

日
田
郡
教
育
会
編
『
増
補
淡
窓
全
集
下
巻
』
思
文
閣
、
一
九
二
七
年
（
一
九
七
一
年

復
刻
）、
入
門
簿
一
一
四
頁
。

（
13
） 

常
侍
史
は
、「
定
侍
史
」（
三
、四
名
設
置
さ
れ
、「
師
家
ノ
書
室
ノ
洒
掃
、
応
門
・
接

待
等
ヲ
支
給
」（
井
上
忠
校
訂
「
武
谷
祐
之
著
『
南
柯
一
夢
』」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀

要
』
一
〇
、一
九
六
三
年
、
七
七
頁
））
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
外
来
長
は
、
海

原
徹
『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園　

こ
と
ご
と
く
皆
宜
し
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八

年
）
二
一
六
頁
の
「
外
来
監
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
） 

前
掲
註
（
２
）、
三
四
〜
三
五
頁
。 

（
15
）
横
井
寿
一
郎
『
乾
乾
録
』（
中
津
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
文
久
元
年
九
月
一
四
日
条
。

（
16
）
日
田
市
教
育
庁
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
平
成
二
四
年
度
特
別
展
廣
瀬

旭
荘
没
後
一
五
〇
年
記
念
廣
瀬
旭
荘―

東
遊　

大
坂
池
田―

』、
二
〇
一
二
年
。

（
17
）
前
掲
註
（
５
）、
小
野
正
男
編
書
。

（
18
）「
柳
川
竹
堂
贈
位
申
請
書
」（
高
瀬
町
編
集
・
発
行
『
高
瀬
町
史　

史
料
編
』
二
〇
〇
二

年
、
七
三
八
頁
）。
竹
槍
騒
動
に
つ
い
て
は
、
石
島
庸
男
「
西
讃
農
民
蜂
起
と
小
学
校

毀
焼
事
件
」（
鹿
野
政
直
・
高
木
俊
輔
編
『
維
新
改
革
に
お
け
る
在
村
的
諸
潮
流
』
三
一

書
房
、
一
九
七
二
年
）
や
香
川
県
編
・
発
行
『
香
川
県
史　

第
五
巻
通
史
編
近
代
Ⅰ
』
一

九
八
七
年
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
を
参
照
。

（
19
）
近
代
史
文
庫
編
・
発
行
『
愛
媛
県
「
学
制
」
時
代
教
育
関
係
史
料
第
三
輯
』、
一
九
六

三
年
、
六
頁
。

（
20
） 

前
掲
註
（
18
）「
柳
川
竹
堂
贈
位
申
請
書
」
に
同
じ
。

（
21
） 「
私
学
開
業
規
則
」
第
六
・
七
条
（
前
掲
註
（
19
）
近
代
史
文
庫
編
書
、
七
頁
）。

（
22
） 

土
方
苑
子
編
『
各
種
学
校
の
歴
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
四

三
頁
。

（
23
） 

愛
媛
県
教
育
史
編
集
室
編
『
愛
媛
県
教
育
史
年
表
』
愛
媛
県
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
九

六
八
年
、
四
四
頁
。

（
24
） 

前
掲
註
（
18
）「
柳
川
竹
堂
贈
位
申
請
書
」
に
同
じ
。

（
25
）
前
掲
註
（
18
）「
柳
川
竹
堂
贈
位
申
請
書
」
に
同
じ
。
前
掲
註
（
４
）『
高
瀬
文
化
史
XV

上
高
瀬
村
史　

昭
和
二
十
六
年
版
翻
刻
』、
三
四
五
頁
。

（
26
） 

前
掲
註
（
４
）『
高
瀬
文
化
史
XV　

上
高
瀬
村
史　

昭
和
二
十
六
年
版
翻
刻
』、
三
四
六

〜
三
四
七
頁
。

（
27
） 

丸
亀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
編
丸
亀
市
史
３　

近
代
現
代
編
』
丸
亀
市
、
一
九

九
六
年
、
一
一
三
頁
。

（
28
） 

香
川
県
内
の
自
治
体
史
、
芝
辻
貞
吉
『
大
日
本
繁
昌
懐
中
便
覧
』（
香
川
県
部
巻
上
下

二
冊
）（
印
刷
発
売
合
資
会
社
、
一
八
九
七
年
）、
内
務
省
衛
生
局
編
『
日
本
医
籍
』（
忠

愛
社
、
一
八
八
九
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
詳
細
は
省
略
す
る
。

（
29
） 

前
掲
註
（
９
） 

に
同
じ
。

（
30
） 

磯
野
実
編
『
続
讃
岐
人
名
辞
書
』
藤
田
書
店
、
一
九
八
五
年
、
三
六
八
頁
。

（
31
） 

竹
中
龍
範
「
坂
出
済
々
学
館
の
こ
と
」『
英
学
史
研
究
』
三
四
、二
〇
〇
一
年
、二
〇
頁
。

（
32
） 

前
掲
註
（
30
）、
八
四
〇
頁
。

（
33
） 『
続
讃
岐
人
名
辞
書
』（
前
掲
註
（
30
））
に
掲
載
さ
れ
た
門
人
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
収
載

頁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「（
小
西
）
松
籟
」
三
〇
五
・
三
八
二
頁
、「
荘
豊
之
祐
」
三

六
五
頁
、「
山
地
善
七
」
八
四
〇
頁
、「
白
井
要
」
三
六
七
頁
。

（
34
） 
川
原
健
太
郎
は
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
東
京
西
部
・
三
多
摩
地
域
の
稲

城
に
開
か
れ
た
漢
学
塾
奚
疑
塾
の
同
窓
生
三
六
名
（
全
門
人
七
〇
〇
名
以
上
の
内
）
の
動

向
を
類
型
化
し
て
、
立
身
出
世
型
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
型
、
教
員
型
、
そ
の
他
に
分
け
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
型
が
最
も
多
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
註
（
１
））。
屏
陽
義
塾
の
場

合
も
地
域
リ
ー
ダ
ー
型
が
多
か
っ
た
点
は
同
様
で
あ
っ
た
。

（
35
） 

前
掲
註
（
４
）『
高
瀬
町
誌
』、
六
三
〇
頁
。
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鈴木　理恵

（
36
） 

神
辺
靖
光
「
学
習
の
方
法
と
塾
の
生
活
」（
前
掲
註
（
１
）
神
辺
書
）、
八
六
三
頁
。

（
37
） 

中
学
校
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
神
辺
靖
光
「
愛
媛
県
の
県
立
八
中
学
校
」（『
明
治
前

期
中
学
校
形
成
史　

府
県
別
編
Ⅱ
環
瀬
戸
内
海
』
梓
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
前
掲
註

（
18
）『
香
川
県
史　

第
五
巻
通
史
編
近
代
Ⅰ
』
な
ど
に
よ
る
。

（
38
） 「
愛
媛
県
年
報
」『
文
部
省
第
十
一
年
報
』（
復
刻
版
）
宜
文
堂
書
店
、
一
九
六
六
年
、

六
七
九
頁
。

（
39
） 

近
藤
末
義
編
『
淡
翁
鎌
田
勝
太
郎
伝
』
鎌
田
勝
太
郎
翁
顕
彰
会
、
一
九
七
四
年
、
二

九
三
頁

（
40
） 

前
掲
註
（
18
）「
柳
川
竹
堂
贈
位
申
請
書
」
に
同
じ
。　

（
41
） 

新
修
財
田
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
財
田
町
誌
』
香
川
県
三
豊
郡
財
田
町
、
一
九

九
二
年
、
七
四
二
頁
。

（
42
） 

猪
口
篤
志
は
『
日
本
漢
文
学
史
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
で
、
明
治
の
前
半
期

に
漢
詩
壇
が
活
況
を
呈
し
た
理
由
と
し
て
、当
時
の
著
名
人
が
よ
く
詩
を
つ
く
っ
た
こ
と
、

私
塾
の
成
立
と
詩
社
の
林
立
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
漢
詩
を
発
表
す
る
出
版
物
（
雑
誌
・
詩

集
・
新
聞
な
ど
）
が
増
え
た
こ
と
、
中
国
と
の
交
通
が
開
け
て
人
士
の
往
来
が
盛
ん
に
な

っ
た
こ
と
、
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

（
43
） 

前
掲
註
（
18
）『
香
川
県
史　

第
五
巻
通
史
編
近
代
Ⅰ
』、
五
三
五
〜
五
三
六
頁
。

（
44
） 

小
野
正
男
は
、「
明
治
以
後
、
わ
が
三
豊
郡
内
に
あ
り
て
、
作
詩
せ
ら
れ
た
人
び
と
の

中
、
そ
の
殆
ど
が
直
接
、
間
接
に
、
こ
の
広
瀬
淡
窓
の
流
れ
を
く
む
、
竹
堂
先
生
の
詩
風

の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
」
と
し
て
、
そ
の
主
だ
っ
た
人
び
と
の
名
を
あ
げ
、
彼
ら

が
十
三
峯
吟
社
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
前
掲
註
（
５
）
一
六
頁
）。
し
か

し
、
本
稿
で
は
十
三
峯
吟
社
に
関
し
て
は
白
井
東
岳
（
要
）
以
外
に
屏
陽
義
塾
門
人
を
確

認
で
き
て
い
な
い
。

（
45
） 

前
掲
註
（
30
）、
三
〇
五
・
三
八
二
頁
。

（
46
） 

前
掲
註
（
１
）
池
田
書
、
第
七
章
。

（
47
） 

池
田
雅
則
「
近
代
に
お
け
る
私
塾
の
変
容
」（
前
掲
註
（
２
）、
一
四
二
〜
一
四
三
頁
）。

【
付
記
】

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
５
３
８
１
０
２
９
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
三
豊
市
の
小
野
健
一
氏
と
戸
城
晃
義
氏
、
同
市
教
育
委
員
会
の
佐

柳
真
樹
氏
に
は
情
報
提
供
や
史
料
調
査
の
面
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

日
田
市
の
廣
瀬
資
料
館
、
坂
出
市
の
鎌
田
共
済
郷
土
博
物
館
、
三
豊
市
の
白
井
義
人
氏
に
は

貴
重
な
史
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

Education in the Heiyo-gijuku

Rie Suzuki

Abstract: Yanagawa Chikudo (1841-1899) established kangaku juku (Heiyo-gijuku: a private 
academy of Chinese learning) in the west of Sanuki (now in Kagawa Prefecture) after studying 
at Kangien (a famous private academy). His juku ran from 1870 to 1896. During that time, 478 
students studied there, coming from the immediate neighborhood or surrounding areas. They 
sought knowledge of kanbun (Chinese learning), and became local leaders after studying kanbun 
in Heiyo-gijuku. The modern public school system was established in the 1870s. The importance 
of kangaku has been underestimated. However, kanbun remained the language of scholarship, 
literature and kanshi poetry throughout the 1870s and 1880s. Despite this, few secondary 
educational institutions taught kanbun. Thus, Heiyo-gijuku aimed to create local leaders by 
teaching kanbun. Kangien was famous for gettanhyo (a very rigorous system of ranking). 
Academic rank was reevaluated via regular examinations, and the revised gettanhyo was posted 
monthly. When Chikudo started Heiyo-gijuku, he introduced the Kangien educational system 
into his juku. However, in the 1880s, government regulation over private schools was tightened 
and it was no longer possible to maintain this type of education system. Thus, private schools 
were replaced by public education systems.

Key words: Heiyo-gijuku, Kangien, private academy
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